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1
　
　
東
京
府
の
各
師
範
学
校
の
校
地
・
施
設
の
変
遷
と
特
徴

現
在
、
東
京
学
芸
大
学
お
よ
び
附
属
学
校
園
は
、
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る
東
京
都
小
金
井
市
を
は
じ
め
と
し
て
都
内

五
か
所
（
小
金
井
、
世
田
谷
、
竹
早
、
大
泉
、
東
久
留
米
）
に
校
地
を
有
し
て
い
る
。

表
Ⅱ
―

１
は
東
京
学
芸
大
学
関
係
校
地
一
覧
で
、
図
Ⅱ
―

１
の
①
～
⑫
の
番
号
は
、
表
に
対
応
し
て
い
る
。
本
章
で
は
、

師
範
学
校
が
官
立
化
さ
れ
る
ま
で
の
時
期
を
中
心
に
、
東
京
府
に
お
け
る
師
範
学
校
の
展
開
に
つ
い
て
、
各
校
の
校
名
・

校
地
の
変
遷
や
特
徴
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

Ⅱ

東
京
府
に
お
け
る
教
員
養
成
の
展
開
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東
京
府
青
山
師
範
学
校

東
京
学
芸
大
学
の
前
身
校
の
一
つ
で
あ
る
東
京
府
青
山
師
範
学
校
（
以
下
、
青
山
師
範
学
校
）
は
、
戦
前
の
師
範
学
校
の

制
度
や
そ
の
時
々
の
社
会
、
教
育
・
教
員
養
成
の
状
況
に
よ
り
、
学
校
名
の
変
更
や
校
地
の
変
遷
を
繰
り
返
し
た
。
学
校

名
の
変
遷
で
た
ど
れ
ば
、
東
京
府
小
学
教
則
講
習
所
（
一
八
七
三
年
）�―�

東
京
府
小
学
師
範
学
校
（
一
八
七
六
年
三
月
）�―�

東

京
府
師
範
学
校
（
一
八
七
六
年
一
一
月
）�―�

東
京
府
尋
常
師
範
学
校
（
一
八
八
七
年
）
―�

東
京
府
師
範
学
校
（
一
八
九
八

年
）�―�

東
京
府
青
山
師
範
学
校
（
一
九
〇
八
年
）�―�

東
京
第
一
師
範
学
校
男
子
部
（
一
九
四
三
年
）
と
な
る
。
学
校
名
の
変
更

に
加
え
、
校
地
の
移
転
や
校
舎
等
施
設
の
建
設
も
行
わ
れ
て
き
た
。

【
麹
町
区
内
幸
町
時
代
】
一
八
七
三
～
一
八
八
九
年（
表
Ⅱ
―

１
①
）

東
京
学
芸
大
学
の
始
ま
り
は
、
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
に
設
置
さ
れ
た
東
京
府
小
学
教
則
講
習
所
で
あ
る
。
開
設

当
初
は
、
麹
町
区
内
幸
町
（
現
・
千
代
田
区
内
幸
町
）
の
東
京
府
庁
構
内
に
お
か
れ
た
。
こ
こ
に
校
地
が
お
か
れ
た
の
は

一
八
八
九
年
ま
で
で
、
そ
の
間
に
東
京
府
小
学
師
範
学
校
（
一
八
七
六
年
三
月
～
一
八
七
六
年
一
一
月
）、
東
京
府
師
範
学
校

（
一
八
七
六
年
一
一
月
～
一
八
八
七
年
一
月
）、
東
京
府
尋
常
師
範
学
校
（
一
八
八
七
年
一
月
～
一
八
九
八
年
三
月
）
と
校
名
が

変
更
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
の
校
名
の
変
更
は
、
師
範
学
校
に
関
す
る
諸
制
度
（
法
令
）
の
変
更
に
伴
い
実
施
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
な
お
、
一
八
七
六
年
九
月
に
東
京
府
小
学
師
範
学
校
に
附
属
小
学
校
が
設
置
さ
れ
、
以
後
師
範
学
校
の
名
称
変

更
に
合
わ
せ
て
、
附
属
小
学
校
の
名
称
も
変
更
さ
れ
て
い
く
。
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表Ⅱ-1　東京学芸大学関係校地一覧
校地 本学前身校 その後 現在 備考

① 千代田区内幸町

東京府小学教則講習所
� （1873 ～ 1876）
東京府小学師範学校� （1876）
東京府師範学校�（1876 ～ 1887）
東京府尋常師範学校
� （1887 ～ 1889）

竹早へ移転（1889） 第一ホテル東京
日比谷ダイビル

東京府庁内
に設置。前
身は郡山藩
柳澤家江戸
屋敷（上屋
敷）

② 文京区小石川
（竹早地区）

東京府尋常師範学校
� （1889 ～ 1898）
東京府師範学校�（1898 ～ 1908）
東京府女子師範学校
� （1900 ～ 1943）
東京第一師範学校女子部
� （1943 ～ 1949）

竹早分校
� （1949 ～ 1955）

附属幼稚園竹早園
舎、附属竹早小学
校、附属竹早中学
校、都立竹早高等
学校

③ 港区北青山

東京府師範学校�（1900 ～ 1908）
東京府青山師範学校（1908 ～）
東京府立青年学校教員養成所
� （1939 ～ 1940）

世田谷へ移転（1936）
調布へ移転（1940）

都営北青山三丁目
アパート

④ 豊島区池袋

東京府豊島師範学校
� （1908 ～ 1943）
東京第二師範学校
� （1943 ～ 1944）
東京第二師範学校男子部
� （1944 ～ 1946）

小金井へ移転（1946）
※附属小学校は 1957
年まで池袋教室併置

池袋西口公園

⑤ 青梅市勝沼

東京府立農業教員養成所
� （1920 ～ 1935）
東京府立青年学校教員養成所
� （1935 ～ 1937）

駒場へ移転（1937） 東京都立青梅総合
高等学校

東京府立農
林学校に附
設

⑥ 目黒区駒場 東京府立青年学校教員養成所
� （1937 ～ 1939）青山へ移転（1939） 目黒区駒場野公園

東京農業教
育専門学校
に附設

⑦ 世田谷区下馬／深
沢（世田谷地区）

東京府青山師範学校
� （1936 ～ 1943）
東京第一師範学校男子部
� （1943 ～ 1949）

世田谷分校
� （1949 ～ 1964）

附属高等学校（下
馬）、附属世田谷小
学校、附属世田谷
中学校（深沢）

⑧ 東久留米市氷川台
（東久留米地区）

東京府豊島師範学校・成美荘
� （1936 ～）

附属特別支援学校、
国際学生宿舎、成
美教育文化会館

⑨ 練馬区東大泉
（大泉地区）

東京府大泉師範学校
� （1938 ～ 1943）
東京第三師範学校
� （1943 ～ 1949）

大泉分校
� （1949 ～ 1955）

附属大泉小学校、
附属国際中等教育
学校、大泉寮

⑩ 調布市調布ヶ丘

東京府立青年学校教員養成所
� （1940 ～ 1943）
東京都立青年学校教員養成所
� （1943 ～ 1944）
東京青年師範学校
� （1944 ～ 1949）

調布分教場
� （1949 ～ 1951）電気通信大学

⑪ 文京区向丘 東京第二師範学校女子部
� （1944 ～ 1949）

追分分校
� （1949 ～ 1953）

文京区立第六中学
校

⑫ 小金井市貫井北町
（小金井地区）

東京第二師範学校男子部
� （1946 ～ 1949）

小金井分校
� （1949 ～ 1964）

東京学芸大学、附属
幼稚園小金井校舎、
附属小金井小学校、
附属小金井中学校

前身は陸軍
技術研究所



第一部　近代教育の出発と師範学校における教員養成　　20

【
小
石
川
区
竹
早
時
代
】
一
八
八
九
～
一
九
〇
〇
年（
表
Ⅱ
―

１
②
）

一
八
八
六
年
四
月
一
〇
日
、
文
部
大
臣
森
有
礼
の
発
案
に
よ
り
「
師
範
学
校
令
」
が
発
令
さ
れ
た
。
こ
の
法
令
に
よ
り
、

一
八
八
七
年
一
月
に
東
京
府
師
範
学
校
は
東
京
府
尋
常
師
範
学
校
と
改
称
し
た
。
こ
の
法
令
で
は
師
範
学
校
に
お
い
て
、

小
学
校
教
員
と
し
て
必
要
な
知
識
・
技
術
の
習
得
と
と
も
に
、
教
師
と
し
て
の
人
格
の
陶
冶
を
重
視
し
、「
順
良
・
信
愛
・

威
重
」
の
気
質
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
と
規
定
し
た
。
ま
た
兵
式
体
操
や
軍
隊
式
の
寄
宿
舎
生
活
な
ど

が
導
入
さ
れ
、
こ
れ
ら
は
そ
の
後
の
師
範
教
育
の
方
針
を
基
礎
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
東
京
府
尋
常
師
範
学
校
は
、
こ

の
「
師
範
学
校
令
」
に
伴
う
施
設
・
設
備
の
拡
充
お
よ
び
東
京
府
庁
の
移
転
に
よ
り
、
一
八
八
九
年
に
小
石
川
区
竹
早
町

（
現
・
文
京
区
小
石
川
）
に
移
転
し
、
校
舎
・
設
備
を
新
築
し
た
。
こ
の
竹
早
の
敷
地
面
積
は
約
四
千
坪
で
、
一
〇
〇
人
程

度
の
生
徒
を
収
容
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
校
舎
は
約
九
一
三
坪
、
西
洋
型
木
造
二
階
建
て
（
一
部
平
屋
建
て
）
で

建
設
さ
れ
た
。
ま
た
西
洋
型
木
造
二
階
建
て
の
寄
宿
舎
と
附
属
小
学
校
も
併
設
し
て
建
設
さ
れ
た
。
当
時
と
し
て
は
き
わ

め
て
新
し
い
様
式
の
校
舎
で
あ
っ
た
。

一
八
九
三
年
、
神
奈
川
県
に
属
し
て
い
た
西
多
摩
、
北
多
摩
、
南
多
摩
の
三
郡
が
東
京
府
に
編
入
さ
れ
る
と
、
農
業
が

盛
ん
な
地
域
に
就
職
す
る
者
が
増
え
る
こ
と
を
見
越
し
、
一
八
九
五
年
四
月
に
選
択
制
の
農
業
科
を
設
置
し
た
。

一
八
九
八
年
一
一
月
に
、
尋
常
師
範
学
校
の
校
友
会
（
部
活
動
等
課
外
活
動
の
上
部
組
織
）
で
あ
る
「
尚
武
会
」
が
発
足

し
た
。
こ
の
尚
武
会
は
、
身
体
を
強
健
に
し
て
士
気
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
、
当
時
あ
っ
た
四
つ
の
部
活
動
が
組
織
化

さ
れ
た
（
柔
術
、
剣
術
、
庭
球
、
器
械
体
操
）。
そ
の
後
一
九
一
〇
年
代
に
は
、
野
球
、
端
艇
、
蹴
球
を
加
え
、
七
部
と
な
っ

た
。
一
九
二
〇
年
に
は
「
校
友
会
」
と
改
称
し
、
心
身
の
鍛
錬
に
加
え
、
会
員
相
互
の
交
流
を
図
る
こ
と
も
目
的
に
加
え

ら
れ
た
。
そ
れ
ま
で
は
運
動
系
の
部
活
動
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
学
芸
部
を
は
じ
め
、
図
書
部
、
音
楽
部
、
弁
論
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部
な
ど
の
文
化
系
の
部
活
動
も
含
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、

部
活
動
の
ほ
か
に
、
運
動
会
、
遠
足
、
水
泳
大
会
、
学
芸
会
等
の
立
案
・

運
営
や
機
関
誌
『
校
友
』
の
発
行
も
行
わ
れ
た
。

一
八
九
七
年
一
〇
月
九
日
に
「
師
範
教
育
令
」
が
公
布
さ
れ
、
翌

一
八
九
八
年
に
尋
常
師
範
学
校
は
東
京
府
師
範
学
校
に
改
称
し
た
。

ま
た
、
こ
の
「
師
範
教
育
令
」
に
お
け
る
師
範
学
校
生
徒
の
定
員
増

加
、
そ
し
て
師
範
学
校
拡
充
お
よ
び
男
女
に
よ
り
学
校
を
別
に
す
る

と
い
う
方
針
に
基
づ
き
、
新
た
に
東
京
府
女
子
師
範
学
校
が
設
置
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
当
時
、
東
京
府
師
範
学
校
は
生
徒
数
の
増

加
お
よ
び
設
備
の
拡
充
に
伴
い
、
竹
早
の
校
舎
で
は
手
狭
に
な
っ

て
い
た
。
そ
こ
で
新
た
な
校
地
を
求
め
、
赤
坂
区
青
山
北
町
に
約

一
万
二
千
坪
の
敷
地
を
得
て
、
新
校
舎
を
建
設
し
（
一
九
〇
〇
年
落

成
）、
移
転
後
の
竹
早
校
舎
に
は
新
た
に
開
校
す
る
東
京
府
女
子
師
範

学
校
が
設
置
さ
れ
た
。

　
【
赤
坂
区
青
山
北
町
時
代
】
一
九
〇
〇
～
一
九
三
六
年（
表
Ⅱ
―

１
③
）

東
京
府
師
範
学
校
が
青
山
北
町
に
移
転
し
て
七
年
後
の
一
九
〇
七

年
四
月
一
七
日
、「
師
範
学
校
規
程
」
が
公
布
さ
れ
た
（
第
Ⅰ
章
参
照
）。

図Ⅱ-1　東京学芸大学関係校地分布図

⑤
⑧

⑨
②⑪

④

⑦ ⑥

①
③

⑩

⑫

※図内番号は表Ⅱ─1 東京学芸大学
関係校地一覧の番号に対応 
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こ
れ
は
、
義
務
教
育
年
限
が
四
年
か
ら
六
年
に
延
長
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
師
範
学
校
を
拡
張
・
拡
充
す
べ
く
出
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
本
科
を
第
一
部
（
修
業
年
限
四
年
）
お
よ
び
第
二
部
（
修
業
年
限
一
年
も
し
く
は
一
部
二
年
）

と
し
、
現
職
教
員
の
た
め
の
講
習
科
を
設
置
し
、
学
科
課
程
を
全
面
的
に
改
訂
し
た
。
本
科
第
一
部
を
教
員
養
成
の
中
心

に
据
え
つ
つ
、
教
員
の
供
給
不
足
を
本
科
第
二
部
の
速
成
養
成
課
程
で
補
い
、
現
職
教
員
の
学
力
資
質
向
上
の
た
め
に
講

習
科
を
置
く
と
い
う
構
造
で
あ
っ
た
。
東
京
府
師
範
学
校
も
こ
れ
に
従
い
、
学
科
を
再
編
し
た
。

一
九
〇
八
年
、
義
務
教
育
年
限
延
長
お
よ
び
都
市
化
に
伴
う
人
口
増
加
に
よ
り
教
員
の
需
要
が
増
し
た
こ
と
か
ら
、
北

豊
島
郡
巣
鴨
村
（
現
・
豊
島
区
池
袋
）
に
新
た
な
師
範
学
校
と
し
て
、
東
京

府
豊
島
師
範
学
校
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
豊
島
師
範
学
校
開
校
に
伴
い
、

東
京
府
師
範
学
校
は
東
京
府
青
山
師
範
学
校
と
改
称
し
た
。
一
九
〇
七
年

の
「
師
範
学
校
規
程
」
に
お
い
て
、
選
択
科
目
と
し
て
農
業
も
し
く
は
商

業
の
設
置
が
規
定
さ
れ
た
が
、
青
山
師
範
学
校
で
は
商
業
科
を
、
豊
島
師

範
学
校
で
は
農
業
科
を
そ
れ
ぞ
れ
置
い
た
。

一
九
一
八
年
、
青
山
師
範
学
校
附
属
の
商
業
補
習
学
校
が
設
置
さ
れ

た
。
こ
の
商
業
補
習
学
校
設
置
の
経
緯
等
に
つ
い
て
詳
細
は
不
明
で
あ
る

が
、「
商
業
補
習
学
校
学
則
」（
一
九
二
四
年
三
月
発
布
）
に
よ
る
と
、
そ
の

目
的
は
、「
現
ニ
商
業
ニ
従
事
ス
ル
者
又
ハ
従
事
セ
ン
ト
ス
ル
者
ノ
タ
メ

ニ
夜
間
又
ハ
便
宜
ノ
時
ニ
於
テ
商
業
上
必
要
ナ
ル
智
識
技
能
ヲ
授
ク
ル
ト

共
ニ
国
民
生
活
ニ
必
須
ナ
ル
教
育
ヲ
為
ス
ヲ
以
テ
目
的
」
と
す
る
も
の

写真Ⅱ-1　青山師範学校・正門（1934年）
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で
、
定
員
は
二
〇
〇
人
、
修
身
や
国
語
、
数
学
な
ど
の
科
目
の
ほ
か
に
、
商
業
、
簿
記
、
商
業
実
践
、
タ
イ
プ
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
な
ど
が
教
え
ら
れ
て
い
た
。

一
九
二
五
年
の
師
範
学
校
規
程
改
正
に
よ
り
、
本
科
第
一
部
の
年
限
が
一
年
延
長
さ
れ
て
五
年
に
な
り
、
一
九
二
六
年

に
は
本
科
卒
業
生
を
一
年
修
学
さ
せ
る
た
め
の
専
攻
科
が
設
置
さ
れ
た
。
一
九
二
五
年
、「
陸
軍
現
役
将
校
学
校
配
属
令
」

が
施
行
さ
れ
、
官
公
立
の
中
等
学
校
以
上
の
学
校
に
、
原
則
と
し
て
陸
軍
現
役
将
校
が
配
置
さ
れ
、
学
校
教
練
の
指
導
に

あ
た
る
こ
と
と
な
り
、
師
範
学
校
に
お
け
る
軍
事
教
練
が
開
始
さ
れ
た
。『
師
範
教
育
百
二
十
年
の
あ
ゆ
み
』（
一
九
九
〇
）

に
よ
る
と
「
こ
れ
は
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
軍
備
縮
小
の
情
勢
の
中
で
、
現
役
将
校
の
失
業
対
策
も
兼
ね
て
、
青
少
年
に

軍
事
思
想
を
注
入
し
、
か
つ
国
民
軍
の
幹
部
の
養
成
を
考
慮
し
た
も
の
」
で
あ
っ
た
。

一
九
三
一
年
、
師
範
学
校
規
程
が
さ
ら
に
改
定
さ
れ
、
本
科
第
二
部
の
修
業
年
限
が
二
年
に
延
長
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ

り
第
二
部
の
在
籍
生
徒
数
が
二
倍
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
本
科
第
一
部
の
補
完
的
な
位
置
づ
け
お
よ
び
教
員
の
速
成
養
成
的

位
置
づ
け
だ
っ
た
第
二
部
が
、
第
一
部
と
同
等
の
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。

【
世
田
谷
区
下
馬
時
代
】
一
九
三
六
～
一
九
四
九
年（
表
Ⅱ
―

１
⑦
）

一
九
三
〇
年
代
に
入
る
と
、
生
徒
数
の
漸
次
増
加
に
よ
り
北
青
山
の
校
地
・
校
舎
で
は
手
狭
に
な
っ
た
こ
と
と
、
木
造

校
舎
の
老
朽
化
に
よ
り
、
新
た
な
校
地
を
求
め
校
舎
を
新
築
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
複
数
候
補
地
の
中
か
ら
世
田
谷
区
下

馬
が
選
ば
れ
、
一
九
三
四
年
か
ら
校
舎
建
設
が
始
ま
り
、
一
九
三
六
年
に
移
転
し
た
。
敷
地
面
積
は
約
二
万
坪
、
新
校
舎

は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
三
階
建
て
（
一
部
四
階
地
下
室
付
）
で
、
現
在
も
東
京
学
芸
大
学
附
属
高
等
学
校
に
て
一
部
建
物

が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
木
造
二
階
建
て
（
一
部
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
）
の
寄
宿
舎
と
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
三
階
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建
て
の
附
属
小
学
校
校
舎
も
造
ら
れ
た
。

移
転
先
の
最
寄
り
駅
で
あ
っ
た
東
京
横
浜
電
鉄
（
現
・
東
急
電
鉄
）
東
横
線
の
碑
文
谷
駅
は
、
青
山
師
範
学
校
の
移
転
に

伴
い
、
駅
名
を
「
青
山
師
範
駅
」
に
改
称
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
四
三
年
四
月
に
東
京
府
青
山
師
範
学
校
が
東
京
第
一
師

範
学
校
男
子
部
に
改
称
す
る
た
め
、
同
年
二
月
一
日
に
駅
名
も
「
第
一
師
範
駅
」
と
な
っ
た
。
戦
後
、
東
京
第
一
師
範
学

校
、
東
京
第
二
師
範
学
校
、
東
京
第
三
師
範
学
校
、
東
京
青
年
師
範
学
校
が
統
合
し
、
一
九
四
九
年
に
東
京
学
芸
大
学
が

成
立
し
、
東
京
第
一
師
範
学
校
男
子
部
が
あ
っ
た
世
田
谷
区
下
馬
は
、
東
京
学
芸
大
学
世
田
谷
分
校
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

一
九
五
二
年
七
月
一
日
に
駅
名
が
「
学
芸
大
学
駅
」
と
変
更
さ
れ
、
現
在
に

至
っ
て
い
る
。

一
九
三
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、
戦
時
体
制
の
強
化
と
戦
局
の
拡
大
に
よ

り
、
社
会
的
に
も
戦
時
色
が
濃
く
な
っ
て
い
く
。
青
山
師
範
学
校
で
も
新
た

に
「
本
校
教
育
精
神
」
や
「
生
徒
十
訓
」
な
ど
が
制
定
さ
れ
、
教
育
方
針
の

軍
国
主
義
化
が
鮮
明
に
な
っ
て
い
っ
た
。
靖
国
神
社
例
大
祭
参
拝
や
軍
事
講

習
等
は
そ
れ
ま
で
も
行
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
陸
海
軍
関
係

者
に
よ
る
時
局
に
関
す
る
講
習
や
防
空
演
習
等
が
頻
繁
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
遠
足
や
耐
久
走
、
寒
稽
古
、
武
道
大
会
な
ど
身
体
の
鍛
錬
も
盛
ん

に
な
っ
て
い
く
。
ま
た
、
そ
れ
ま
で
は
学
校
内
外
の
清
掃
を
主
と
し
た
勤
労

作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
一
九
四
〇
年
代
に
な
る
と
戦
時
下
の
食
糧
事
情

の
悪
化
お
よ
び
労
働
力
不
足
を
補
う
べ
く
、
食
糧
増
産
の
た
め
の
農
地
開
拓

写真Ⅱ-2　青山師範学校・世田谷新校舎（1937年）
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と
軍
需
産
業
へ
の
勤
労
動
員
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
四
一
年
八
月
、
文
部
省
よ
り
「
学
校
報
国
団
体
制
確
立

方
」（
訓
令
第
二
七
号
）
が
示
さ
れ
、
青
山
師
範
学
校
報
国
隊
が
結
成
さ
れ
、
校
友
会
を
は
じ
め
と
す
る
生
徒
の
活
動
は
報

国
隊
の
も
と
に
統
合
、
再
編
成
さ
れ
、
組
織
的
に
軍
事
動
員
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

東
京
府
女
子
師
範
学
校

東
京
府
に
お
け
る
独
立
し
た
女
子
師
範
学
校
で
あ
る
東
京
府
女
子
師
範
学
校
（
以
下
、
女
子
師
範
学
校
）
が
開
校
し
た
の

は
、
一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
女
子
師
範
学
校
は
、
前
述
の
と
お
り
、
一
八
九
七
年
の
「
師
範

教
育
令
」
公
布
に
よ
る
師
範
学
校
拡
充
お
よ
び
男
女
別
の
師
範
学
校
設
置
の
方
針
に
基
づ
き
、
東
京
市
小
石
川
区
竹
早

に
、
東
京
府
師
範
学
校
の
校
地
・
校
舎
を
引
き
継
い
で
開
校
さ
れ
た（
表
Ⅱ
―

１
②
）。
一
九
〇
〇
年
当
時
、
全
国
に
お
い
て
、

独
立
し
た
女
子
師
範
学
校
は
東
京
府
女
子
師
範
学
校
の
ほ
か
に
、
大
阪
府
女
子
師
範
学
校
、
新
潟
県
女
子
師
範
学
校
の
み

で
、
最
も
早
い
設
立
校
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
ま
で
の
東
京
府
師
範
学
校
附
属
小
学
校
の
在
籍
児
童
・
校
舎
・

校
具
等
す
べ
て
を
移
管
す
る
形
で
東
京
府
女
子
師
範
学
校
附
属
小
学
校
が
設
置
さ
れ
た
（
現
在
の
東
京
学
芸
大
学
附
属
竹
早

小
学
校
）。
そ
し
て
、
女
子
師
範
学
校
の
設
立
と
同
時
に
、
東
京
府
第
二
高
等
女
学
校
が
併
置
さ
れ
た
。
第
二
高
等
女
学

校
に
は
本
科
の
ほ
か
に
補
習
科
も
お
か
れ
、
教
員
志
望
の
卒
業
者
に
補
習
教
育
が
行
わ
れ
て
い
た
。
教
員
は
女
子
師
範
学

校
と
第
二
高
等
女
学
校
両
校
の
兼
任
で
あ
っ
た
。
一
年
目
は
第
一
お
よ
び
第
二
学
年
各
一
学
級
ず
つ
募
集
し
、
第
二
学
年

に
入
学
を
許
可
さ
れ
た
の
は
、
府
立
第
一
高
等
女
学
校
在
学
中
の
小
学
校
教
員
志
望
者
で
あ
っ
た
。
女
子
師
範
学
校
の
開

校
当
初
の
授
業
科
目
は
、
修
身
・
教
育
・
国
語
・
漢
文
・
歴
史
・
地
理
・
数
学
・
理
科
・
家
事
・
習
字
・
図
画
・
音
楽
・
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体
操
の
一
三
科
目
で
、
修
業
年
限
は
三
年
で
あ
っ
た
。
一
九
〇
二
年
に
二
階
建
て
校
舎
を
一
棟
新
築
し
、
作
法
教
室
、
裁

縫
教
室
に
あ
て
た
。
一
九
〇
四
年
に
は
、
附
属
小
学
校
の
二
階
建
て
校
舎
が
新
築
さ
れ
、
こ
の
校
舎
の
中
に
こ
の
年
新
た

に
設
置
さ
れ
た
附
属
幼
稚
園
（
現
在
の
東
京
学
芸
大
学
附
属
幼
稚
園
竹
早
園
舎
）
が
収
容
さ
れ
た
。

一
九
〇
七
年
の
「
師
範
学
校
規
程
」
の
制
定
に
基
づ
き
、
一
九
〇
八
年
二
月
に
は
学
則
が
改
正
さ
れ
た
。
本
科
第
一
部

は
入
学
資
格
を
高
等
小
学
校
卒
業
者
と
し
、
修
業
年
限
を
四
年
（
修
業
年
限
一
年
の
予
備
科
も
設
置
）、
第
二
部
（
一
九
一
一

年
設
置
）
は
、
入
学
資
格
を
高
等
女
学
校
卒
業
者
と
し
、
修
業
年
限
を
一
年
も
し
く
は
二
年
と
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り

第
一
部
で
は
修
業
年
限
が
延
長
さ
れ
、
新
た
に
第
二
部
が
設
置
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
女
子
の
教
員
養
成
の
体
制
が
形
づ
く
ら
れ
た
。
こ
の
修
業
年
限

で
あ
る
が
、
一
九
二
五
年
の
「
師
範
学
校
規
程
」
の
改
正
を
受
け
て
、
予

備
科
が
廃
止
と
な
り
本
科
第
一
部
の
年
限
を
五
年
に
、
一
九
三
一
年
の
改
正

に
よ
り
、
本
科
第
二
部
の
年
限
が
二
年
に
そ
れ
ぞ
れ
変
更
さ
れ
た
。
な
お
、

一
九
〇
八
年
時
点
の
女
子
の
卒
業
者
の
服
務
年
限
は
第
一
部
公
費
生
が
五

年
、
第
一
部
私
費
生
が
三
年
、
第
二
部
生
は
二
年
で
あ
っ
た
。

一
九
一
〇
年
は
創
立
一
〇
周
年
に
あ
た
り
、「
東
京
府
女
子
師
範
学
校
校

友
会
」
が
結
成
さ
れ
、『
会
誌
』
も
発
刊
さ
れ
た
。
ま
た
女
子
師
範
学
校
同

窓
会
の
『
会
報
』
も
同
年
第
一
号
を
発
刊
し
た
。

女
子
師
範
学
校
で
は
、
通
常
の
授
業
の
ほ
か
、
観
桜
会
、
遠
足
、
学
芸
会
、

運
動
会
、
修
養
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ
て
い
た
。
一
九
一
五

写真Ⅱ-3　女子師範学校・体育の授業（1917年）
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年
五
月
か
ら
は
、
三
年
次
に
日
光
、
四
年
次
に
関
西
へ
と
そ
れ
ぞ
れ
修
学
旅
行
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
生
徒
自
身
の

手
で
旅
の
し
お
り
や
修
学
旅
行
の
報
告
記
が
作
成
さ
れ
た
。
校
友
会
の
も
と
、
部
活
動
も
盛
ん
に
行
わ
れ
、
陸
上
競
技
や

籠
球
部
な
ど
が
強
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
九
二
二
年
に
学
制
発
布
五
〇
周
年
記
念
事
業
で
運
動
場
が
完
成
し
、
よ
り
運

動
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
当
時
、
運
動
会
に
は
親
族
と
い
え
ど
も
成
人
男
性
の
学
内
へ
の
入
場
は
厳
格
に
禁
止
さ
れ
、
若
い

男
性
教
員
は
入
場
者
の
警
戒
に
あ
た
っ
た
と
い
う
。

一
九
三
〇
年
代
に
は
、
老
朽
化
し
て
い
た
校
舎
の
建
て
替
え
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
木
造
だ
っ
た
校

舎
は
、
一
九
三
二
年
か
ら
五
か
年
計
画
で
建
て
替
え
が
行
わ
れ
、
鉄
筋
三
階
建
て
の
新
校
舎
と
な
っ
た
。
同
時
期
に
体
育

館
や
寄
宿
舎
な
ど
の
改
築
も
行
わ
れ
た
。
女
子
師
範
学
校
の
生
徒
の
服
装
は
服
装
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
こ

の
こ
ろ
和
装
（
袴
・
靴
履
き
）
か
ら
、
洋
装
（
セ
ー
ラ
ー
服
）
へ
と
変
わ
っ
た
。

一
九
三
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、
女
子
師
範
学
校
の
教
育
も
年
々
戦
時
色
が
強
く
な
る
。
体
操
の
時
間
に
は
軍
事
訓
練

が
行
わ
れ
、
慰
問
袋
の
献
納
や
軍
需
品
の
作
成
な
ど
も
行
わ
れ
た
。
一
九
三
四
年
以
降
の
第
一
部
四
年
次
の
修
学
旅
行
で

は
関
西
を
経
て
朝
鮮
へ
、
一
九
三
九
年
に
は
第
一
部
・
二
部
と
も
に
満
州
へ
と
、
植
民
地
や
占
領
地
へ
も
渡
航
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
一
九
四
一
年
以
降
、
戦
況
の
悪
化
と
治
安
維
持
の
観
点
か
ら
、
修
学
旅
行
の
行
き
先
は
関
西
と
な
っ
た
。

一
九
四
一
年
に
は
、
東
京
府
女
子
師
範
学
校
校
友
会
を
解
散
し
、
竹
早
報
国
団
お
よ
び
竹
早
報
国
隊
が
結
成
さ
れ
た
。

こ
の
竹
早
報
国
団
・
竹
早
報
国
隊
は
、「
学
校
教
育
全
般
を
通
じ
て
修
練
教
科
の
博
大
な
る
推
進
力
た
る
べ
き
真
の
修
練

組
織
」
で
あ
り
、
報
国
団
の
も
と
に
各
隊
組
織
を
編
成
し
、「
国
家
に
対
す
る
時
局
的
積
極
性
を
発
揮
し
て
十
分
な
る
奉

仕
活
動
を
実
践
遂
行
す
る
」
体
制
が
つ
く
ら
れ
た
（『
東
京
学
芸
大
学
二
十
年
史
』
一
九
七
〇
）。
こ
の
報
国
団
の
中
に
は
炊

出
隊
や
看
護
隊
、
保
育
隊
な
ど
も
設
置
さ
れ
、
そ
の
後
組
織
的
に
勤
労
動
員
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
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東
京
府
豊
島
師
範
学
校

一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
の
小
学
校
令
改
正
に
よ
り
、
義
務
教
育
年
限
が
四
年
か
ら
二
年
延
長
さ
れ
て
六
年
に
な
っ

た
。
都
市
化
に
伴
う
東
京
府
の
人
口
増
加
と
義
務
教
育
年
限
延
長
に
よ
る
教
員
養
成
の
急
務
へ
の
対
応
の
た
め
、
東
京

府
は
新
た
に
師
範
学
校
を
一
校
増
設
す
る
こ
と
と
な
り
、
一
九
〇
八
年
一
一
月
、
北
豊
島
郡
巣
鴨
村
（
現
・
豊
島
区
池
袋
、

池
袋
西
口
公
園
あ
た
り
）
に
東
京
府
豊
島
師
範
学
校
（
以
下
、
豊
島
師
範
学
校
）
が
新
設
さ
れ
た
（
表
Ⅱｰ

１
④
）。
現
在
で
こ

そ
東
京
の
副
都
心
の
一
つ
と
し
て
大
変
栄
え
て
い
る
池
袋
だ
が
、
当
時
は
周
囲
に
家
は
な
く
一
面
の
野
菜
畑
の
中
に
ポ
ツ

ン
と
豊
島
師
範
学
校
の
校
舎
が
建
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。

開
校
当
時
、
生
徒
の
募
集
お
よ
び
選
抜
試
験
は
、
青
山
師
範
学
校
と
合
同
で
行
い
、
奇
数
の
合
格
番
号
の
者
は
青
山
師

範
学
校
、
偶
数
の
者
は
豊
島
師
範
学
校
に
入
学
し
て
お
り
、
一
九
二
〇
年
に
単
独
募
集
と
な
る
ま
で
、
こ
の
方
式
は
続
い

た
。
一
九
〇
九
年
四
月
の
第
一
回
入
学
生
は
、
本
科
第
一
部
三
九
人
、
予
備
科
七
七
人
で
、
そ
の
う
ち
東
京
府
出
身
者
は

全
体
の
一
割
程
度
で
そ
の
ほ
か
は
他
県
出
身
者
（
千
葉
、
茨
城
な
ど
近
県
者
が
中
心
）
で
あ
っ
た
。
開
校
当
初
の
豊
島
師
範

学
校
は
、
若
い
教
員
が
多
く
、
当
時
の
気
風
に
つ
い
て
、「
従
来
と
か
く
の
批
難
の
あ
っ
た
所
謂
師
範
タ
イ
プ
を
打
破
し
、

自
由
に
し
て
剛
健
、
ど
こ
と
な
く
余
裕
が
あ
っ
て
、
し
か
も
正
大
の
気
に
富
み
、
創
造
的
活
動
的
で
あ
る
校
風
を
樹
立
せ

ん
と
す
る
清
新
な
雰
囲
気
が
漲
っ
て
」
い
た
と
い
う
（『
東
京
学
芸
大
学
二
十
年
史
』
一
九
七
〇
）。
ま
た
、
初
代
校
長
の
大

束
重
善
は
男
子
中
等
学
校
に
も
女
性
教
員
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
英
語
教
師
の
北
村
美
那
を
採
用
し
た
。
中
学
校
や
当

時
師
範
学
校
を
は
じ
め
と
す
る
男
子
中
等
学
校
に
女
性
教
員
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
こ
の
時
期
と
し
て
は
珍
し
く
、
男

子
中
等
学
校
の
女
性
教
員
採
用
の
嚆
矢
と
な
っ
た
。
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な
お
、
校
舎
は
一
九
〇
九
年
二
月
に
建
築
着
工
し
、
同
年
中
に
は
附
属
小
学
校
校
舎
落
成
、
一
九
一
一
年
に
は
校
舎
建

築
が
完
了
し
た
が
、
翌
一
九
一
二
年
三
月
に
火
災
が
あ
り
、
本
館
と
校
舎
左
翼
部
分
を
残
し
て
、
大
半
を
焼
失
し
た
。
そ

の
後
復
旧
工
事
が
行
わ
れ
、
一
九
一
三
年
に
木
造
二
階
建
て
（
一
部
平
屋
建
て
）
の
校
舎
、
寄
宿
舎
、
附
属
小
学
校
が
再
建

さ
れ
た
。
敷
地
面
積
は
約
一
万
五
千
坪
で
、
校
舎
等
建
物
の
ほ
か
に
農
業
実
習
地
が
含
ま
れ
て
い
る
。

一
九
一
〇
年
に
豊
島
師
範
学
校
に
農
業
科
が
設
置
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
伴
い
北
多
摩
郡
松
沢
村
に
農
業
実
習
地
を
も

ち
、
生
徒
た
ち
が
開
墾
を
行
っ
た
。
一
九
一
八
年
三
月
、
豊
島
師
範
学
校
の
附
属
と
し
て
北
多
摩
郡
千
歳
村
烏
山
小
学
校

内
に
東
京
府
豊
島
師
範
学
校
附
属
農
業
補
習
学
校
が
設
置
さ
れ
た
。
実
業
補
習
学
校
は
、
尋
常
小
学
校
卒
業
後
の
勤
労
青

少
年
に
対
し
、
実
業
・
職
業
に
関
す
る
知
識
・
技
能
を
授
け
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
学
校
で
あ
る
。
豊
島
師
範
学
校
に
設

置
さ
れ
た
農
業
補
習
学
校
の
詳
細
に
つ
い
て
は
記
録
が
な
く
わ
か
ら
な
い
が
、
農
業
科
の
設
置
に
続
き
、
農
業
教
育
、
農

業
実
習
に
力
を
入
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
九
三
二
年
七
月
、
成
田
千
里
が
豊
島
師
範
学
校
五
代
目
校
長
に
就
任
す
る
と
、
豊
島
師
範
学
校
の
大
改
革
を
行
っ
た
。

こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
当
時
批
判
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
「
因
循
姑
息
な
師
範
生
型
」（「
不
活
発
」、「
無
主
義
屈
従
」、「
元
気

阻
喪
」
と
い
っ
た
言
葉
で
表
さ
れ
る
師
範
学
校
生
徒
）
を
改
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
一
九
三
五
年
に
『
我
が
校

の
新
教
育
』
を
発
表
し
、
学
校
綱
領
か
ら
、
寮
生
活
、
学
校
生
活
等
の
具
体
的
な
方
針
が
示
さ
れ
た
。
特
徴
的
な
改
革
の

内
容
と
し
て
は
、
学
寮
改
革
、
学
外
施
設
の
設
置
・
運
営
が
あ
る
。
学
寮
改
革
の
特
徴
と
し
て
は
、
全
寮
制
の
実
施
（
通

学
生
の
廃
止
）、
予
科
生
と
本
科
生
と
に
分
け
寮
と
組
織
を
区
別
、
教
育
実
習
生
用
の
寮
お
よ
び
教
員
・
生
徒
ら
が
集
う

新
た
な
集
会
場
の
新
設
、
学
生
総
務
室
の
設
置
と
学
生
自
治
制
の
開
始
な
ど
で
あ
っ
た
。
全
寮
制
と
す
る
こ
と
で
、
生
徒

の
生
活
全
体
を
組
織
化
し
つ
つ
、
風
通
し
の
よ
い
場
と
す
べ
く
教
員
や
生
徒
同
士
が
集
う
場
を
設
け
、
生
徒
た
ち
が
自
分
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た
ち
の
生
活
を
統
制
す
る
た
め
の
自
治
制
を
敷
く
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
期
に
三
つ
の
新
た
な
学
外
施
設
が
設
置
さ
れ
た
。
一
つ
は
至
楽
荘

（
一
九
三
四
年
、
千
葉
県
夷
隅
郡
興
津
町
鵜
原
）
と
い
う
水
泳
等
体
育
に
関
わ
る

演
習
を
行
う
臨
海
宿
舎
で
、「
海
の
道
場
」
と
よ
ば
れ
た
。
二
つ
目
は
成
美

荘
（
一
九
三
六
年
、
東
京
府
北
多
摩
郡
東
久
留
米
村
）
で
水
田
、
畑
、
山
林
、
養

魚
池
を
備
え
た
農
業
の
演
習
地
で
「
田
園
の
道
場
」、
も
う
一
つ
は
一
宇
荘

（
一
九
三
九
年
、
神
奈
川
県
足
柄
下
郡
箱
根
町
駒
が
丘
山
麓
）
で
登
山
を
通
じ
て
心

身
の
鍛
錬
を
行
う
林
間
宿
舎
、「
山
の
道
場
」
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
施
設
も
都

心
か
ら
離
れ
た
大
自
然
を
教
場
に
し
て
、
豊
島
師
範
学
校
の
生
徒
お
よ
び
附
属

小
学
校
の
児
童
の
心
身
を
鍛
錬
し
、
人
格
を
陶
冶
す
る
た
め
の
施
設
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
施
設
の
う
ち
、
至
楽
荘
と
一
宇
荘
（
一
九
六
八
年
、
長
野
県
茅
野
市

に
移
転
）
は
、
現
在
で
は
公
益
財
団
法
人
豊
島
修
練
会
が
管
理
・
運
営
を
行
っ

て
お
り
、
東
京
学
芸
大
学
附
属
小
金
井
小
学
校
で
は
毎
年
三
～
六
年
生
が
「
至
楽
荘
生
活
」
お
よ
び
「
一
宇
荘
生
活
」
と

い
う
宿
泊
行
事
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
成
美
荘
が
あ
っ
た
場
所
は
、
現
在
東
京
学
芸
大
学
附
属
特
別
支
援
学
校
お
よ
び

成
美
教
育
文
化
会
館
（
豊
島
修
練
会
が
管
理
・
運
営
）
と
な
っ
て
い
る
。

写真Ⅱ-4　豊島師範学校・成美荘全景
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東
京
府
大
泉
師
範
学
校

東
京
府
大
泉
師
範
学
校
は
、
府
内
四
番
目
の
師
範
学
校
と
し
て
、
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
四
月
東
京
市
板
橋
区
東

大
泉
町
（
現
・
練
馬
区
東
大
泉
）
に
設
置
さ
れ
た
（
表
Ⅱ
―

１
⑨
）。
高
等
小
学
校
卒
業
者
を
対
象
と
し
た
本
科
第
一
部
を
お

か
な
い
、
中
学
校
卒
業
を
入
学
要
件
と
し
た
本
科
第
二
部
の
み
の
学
校
で
あ
り
、
そ
れ
は
日
本
の
師
範
学
校
の
歴
史
上
、

初
の
試
み
で
あ
っ
た
。

敷
地
面
積
は
約
一
万
七
千
坪
で
、
校
舎
・
寄
宿
舎
等
が
新
築
さ
れ
た
。
初

代
校
長
は
の
ち
に
東
京
学
芸
大
学
初
代
学
長
に
な
っ
た
木
下
一
雄
で
あ
っ
た
。

初
年
度
の
志
願
者
数
は
一
道
三
府
三
六
県
か
ら
五
五
六
人
あ
り
、
入
学
者
数
は

一
六
四
人
で
倍
率
は
約
三
・
四
倍
だ
っ
た
。
入
学
者
は
東
京
府
出
身
者
お
よ
び

関
東
近
県
が
多
か
っ
た
が
、
遠
方
で
は
岩
手
県
や
長
崎
県
の
出
身
者
も
い
た
。

全
寮
制
で
、
寮
舎
は
一
一
棟
あ
り
、
各
寮
の
収
容
生
徒
は
一
学
級
の
み
で
各
寮

に
つ
き
二
名
の
教
員
が
と
も
に
生
活
し
つ
つ
訓
練
・
指
導
を
す
る
と
い
う
形

で
、
少
人
数
制
で
教
科
教
育
だ
け
で
は
な
い
日
常
生
活
の
指
導
・
教
育
が
行
わ

れ
て
い
た
。

大
泉
師
範
学
校
の
教
育
方
針
と
し
て
、「
実
験
実
習
並
び
に
演
習
を
重
ん
ず

る
」、「
作
業
は
本
校
教
育
に
於
け
る
特
に
重
要
な
る
教
育
場
面
」
と
あ
り
、
座

学
に
よ
る
教
科
教
育
の
み
な
ら
ず
、
課
外
活
動
や
校
外
行
事
、
勤
労
作
業
な
ど

写真Ⅱ-5　開校当初の大泉師範学校
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が
重
視
さ
れ
て
い
た
。
特
徴
的
な
課
外
行
事
に
「
武
教
強
行
軍
」
と
よ
ば
れ
た
長
距
離
行
軍
（
学
校
か
ら
山
梨
県
甲
府
ま
で

一
二
〇
㎞
を
歩
く
心
身
の
修
練
を
目
的
と
す
る
行
事
）
や
朝
鮮
・
満
州
へ
の
修
学
旅
行
な
ど
が
あ
っ
た
。
戦
時
下
に
お
い
て

は
、
勤
労
作
業
、
軍
事
演
習
参
加
、
防
空
訓
練
な
ど
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
三
九
年
四
月
、
大
泉
師
範
学
校
内
に
傷
痍
軍
人
東
京
小
学
校
教
員
養
成
所
が
お
か
れ
、
傷
痍
軍
人
を
対
象
と
し
た

尋
常
小
学
校
本
科
正
規
教
員
の
育
成
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
期
間
は
一
年
間
で
中
学
校
卒
業
者
お
よ
び
同
等
以
上

の
学
力
を
有
す
る
者
が
対
象
で
、
初
年
度
入
所
者
は
二
四
人
、
そ
の
内
訳
は
中
学
校
卒
業
一
〇
人
、
実
業
学
校
卒
業
一
二

人
ほ
か
、
年
齢
は
二
二
～
三
五
歳
、
平
均
二
五
歳
で
あ
っ
た
。

2
　
　
各
師
範
学
校
附
属
学
校
の
機
能
と
展
開

各
師
範
学
校
に
は
、
師
範
学
校
の
教
生
（
教
育
実
習
生
）
の
た
め
の
教
育
実
習
の
場
と
し
て
、
そ
し
て
授
業
法
の
研
究

の
場
と
し
て
、
附
属
小
学
校
お
よ
び
附
属
幼
稚
園
が
お
か
れ
て
い
た
。
図
Ⅱ
―

２
は
、
戦
前
期
東
京
府
の
師
範
学
校
附
属

学
校
の
一
覧
で
あ
る
。
各
師
範
学
校
の
設
置
と
と
も
に
、
附
属
小
学
校
・
幼
稚
園
が
附
設
さ
れ
、
校
名
や
校
地
も
師
範
学

校
と
と
も
に
変
遷
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
東
京
府
の
師
範
学
校
で
初
め
て
附
属
小
学
校
が
創
ら
れ
た
の
は
、
一
八
七
六

（
明
治
九
）
年
の
東
京
府
小
学
師
範
学
校
附
属
小
学
校
で
、
こ
れ
は
現
在
の
東
京
学
芸
大
学
附
属
世
田
谷
小
学
校
の
前
身
校

に
あ
た
る
。
一
八
七
六
年
三
月
に
出
さ
れ
た
附
属
小
学
生
徒
募
集
の
達た

っ
し
が
き書に

よ
る
と
、
創
立
当
初
の
附
属
小
学
校
で
は
、

満
六
～
一
〇
歳
ま
で
の
男
女
児
童
を
対
象
に
ま
ず
は
六
〇
人
を
募
集
し
、
同
年
九
月
に
は
さ
ら
に
三
〇
人
の
募
集
を
行
っ
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た
。
ま
た
一
八
七
五
年
一
一
月
に
東
京
府
が
文
部
省
に
提
出
し
た
「
附
属
小
学
通
則
」
に
よ
る
と
、
教
育
趣
旨
は
「
教
科

書
ヲ
熟
シ
且
行
儀
ヲ
正
ス
ヲ
主
ト
ス
」
で
、
教
科
書
を
重
ん
じ
行
儀
作
法
を
学
ぶ
こ
と
が
教
育
目
標
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。

師
範
学
校
附
属
小
学
校
は
通
常
の
小
学
校
と
は
そ
の
存
在
目
的
が
異
な
っ
て
お
り
、
一
八
八
三
年
の
「
附
属
小
学
校
規
則
」

第
一
条
に
は
、「
附
属
小
学
校
ハ
師
範
生
徒
ヲ
シ
テ
小
学
校
授
業
ノ
方
法
ヲ
実
地
ニ
練
習
セ
シ
メ
兼
テ
府
下
小
学
校
教
員

ニ
授
業
ノ
模
範
ヲ
示
ス
所
ナ
リ
」
と
、
ま
た
一
九
〇
一
年
の
「
東
京
府
師
範
学
校
附
属
小
学
校
規
則
」
に
は
、
附
属
小
学

校
は
小
学
校
令
第
一
条
に
拠
り
、
児
童
を
教
育
す
る
場
で
あ
り
、
師
範
学
校
の
生
徒
の
実
地
授
業
の
練
習
の
場
で
も
あ
り
、

ま
た
小
学
校
に
お
け
る
教
育
方
法
に
関
す
る
諸
般
の
事
項
を
研
究
す
る
と
こ
ろ
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
実
習
校
、
研
究
校

と
し
て
の
性
格
が
明
確
に
付
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

実
習
校
と
し
て
の
附
属
学
校

師
範
学
校
附
属
小
学
校
に
お
け
る
教
育
実
習
は
、
時
期
に
よ
っ
て
実
習
期
間
の
長
短
は
あ
る
も
の
の
、
年
間
を
通
じ
て

行
わ
れ
て
い
た
。
一
八
八
〇
年
代
の
東
京
府
尋
常
師
範
学
校
附
属
小
学
校
で
は
、
年
間
を
六
期
に
分
け
て
約
二
か
月
間
の

実
地
授
業
を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
、
一
九
二
〇
年
代
半
ば
の
東
京
府
女
子
師
範
学
校
附
属
小
学
校
で
の
教
育
実
習
は
、
最

終
学
年
時
に
一
学
期
間
お
よ
そ
三
か
月
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
。
豊
島
師
範
学
校
で
は
、
三
か
月
の
教
育
実
習
の
ほ
か
に
、

豊
島
師
範
学
校
附
属
農
業
補
習
学
校
が
お
か
れ
て
い
た
北
多
摩
郡
松
沢
村
の
松
沢
尋
常
高
等
小
学
校
（
一
九
二
〇
年
、
同

郡
千
歳
村
烏
山
小
学
校
よ
り
移
転
）
に
お
い
て
一
週
間
の
教
育
実
習
を
行
い
、
公
立
学
校
の
実
情
を
学
ん
だ
。

青
山
師
範
学
校
附
属
小
学
校
で
は
長
年
に
わ
た
っ
て
八
週
間
の
教
育
実
習
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
具
体
的
な
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内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
（
以
下
、『
師
範
教
育
百
二
十
年
の
あ
ゆ
み
』

一
九
九
〇
）。
教
生
は
、
一
学
級
に
二
～
三
人
配
属
さ
れ
、
担
任
訓
導
は
、
修
身

と
研
究
教
科
の
み
授
業
を
行
い
、
ほ
か
は
教
生
に
分
担
さ
せ
た
。
第
一
週
目
は

配
属
学
級
参
観
、
第
二
週
目
か
ら
は
授
業
を
行
い
、
他
学
年
や
他
学
級
の
授
業

参
観
も
行
う
。
第
三
週
目
か
ら
全
学
年
参
観
、
高
等
師
範
学
校
附
属
小
学
校
参

観
、
市
内
お
よ
び
郡
部
小
学
校
の
参
観
も
加
え
ら
れ
、
第
七
週
に
は
低
中
高
学

年
に
分
け
た
小
研
究
授
業
、
最
終
の
第
八
週
に
は
教
生
全
員
参
加
の
大
研
究
授

業
お
よ
び
研
究
会
が
行
わ
れ
た
。
実
習
の
初
め
の
時
点
で
分
担
教
科
か
ら
テ
ー

マ
を
見
つ
け
て
研
究
を
ま
と
め
る
よ
う
課
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
研
究
発
表
も
行

わ
れ
た
。
ま
た
、
職
員
室
当
番
や
応
接
室
当
番
に
よ
っ
て
来
客
や
電
話
対
応
、

庶
務
の
処
理
実
習
も
行
わ
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
教
員
と
し
て
必
要
な
日
常
的
な

技
術
を
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
て
い
た
。

戦
前
期
に
お
け
る
附
属
学
校
の
特
徴
的
な
教
育
研
究
・
実
践

師
範
学
校
附
属
小
学
校
で
は
研
究
校
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
教
育
研
究
・
実
践
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
、
こ
こ
で
は
青

山
師
範
学
校
附
属
小
学
校
で
の
特
徴
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
取
り
上
げ
る
。

写真Ⅱ-6　女子師範学校・教生指導（1914年）
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１
８
７
６

東
京
府
小
学
師
範

学
校
附
属
小
学
校

麹
町
区
内
幸
町（
１
８
７
６
年
～
）

東
京
府
師
範
学
校

附
属
小
学
校

１
８
８
７

東
京
府
尋
常
師
範
学
校

附
属
小
学
校

１
８
８
９

小
石
川
区
竹
早
町

（
１
８
８
９
年
～
）

１
８
９
８

東
京
府
師
範
学
校
附
属
小
学
校

１
９
０
０

赤
坂
区
青
山
北
町（
１
９
０
０
年
～
）

東
京
府
女
子
師
範
学
校
附
属
小
学
校 小

石
川
区
竹
早
町（
１
９
０
０
年
～
）

１
９
０
４

東
京
女
子
師
範
学
校
附
属
幼
稚
園

小
石
川
区
竹
早
町（
１
９
０
４
年
～
）

１
９
０
８

東
京
府
青
山
師
範
学
校
附
属
小
学
校

１
９
１
１

東
京
府
豊
島
師
範
学
校

附
属
小
学
校

北
豊
島
郡
巣
鴨
村（
豊
島
区
池
袋
）（
１
９
１
１
年
～
）

１
９
３
６
１
９
３
８

世
田
谷
区
下
馬（
１
９
３
６
年
～
）

東
京
府
大
泉

師
範
学
校
附

属
小
学
校

板
橋
区
東
大
泉（
１
９
３
８
年
～
）

１
９
４
１

東
京
府
青
山
師
範
学
校

附
属
国
民
学
校

東
京
府
女
子
師
範
学
校

附
属
国
民
学
校

東
京
府
豊
島
師
範
学
校

附
属
国
民
学
校

東
京
府
大
泉
師
範
学
校

附
属
国
民
学
校

１
９
４
３

東
京
第
一
師
範
学
校

男
子
部
附
属
国
民
学
校

東
京
第
一
師
範
学
校

女
子
部
附
属
国
民
学
校

東
京
第
一
師
範
学
校

女
子
部
附
属
幼
稚
園

東
京
第
二

師
範
学
校

附
属
国
民
学
校 東

京
第
三
師
範
学
校

附
属
国
民
学
校

１
９
４
４ 東

京
第
二
師
範
学
校

男
子
部
附
属
国
民
学
校

１
９
４
５

東
京
第
二
師
範
学
校

女
子
部
附
属
国
民
学
校

本
郷
区
駒
込
東
片
町

（
１
９
４
５
年
～
）

図Ⅱ-2　戦前期�師範学校附属学校�校名・校地変遷一覧
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庶
物
指
教
の
導
入

学
制
発
布
当
時
、
文
部
省
に
よ
る
「
小
学
教
則
」
と
師
範
学
校
（
の
ち
の
東
京
高
等
師
範
学
校
、
現
・
筑
波
大
学
）
に
よ

る
「
小
学
教
則
」
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
わ
か
り
や
す
さ
や
教
科
書
等
教
材
の
多
く
が
師
範
学
校
で
編
集
さ
れ
て
い
た
こ

と
、
ま
た
師
範
学
校
の
卒
業
生
が
各
府
県
教
則
の
編
成
や
教
授
法
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
師
範
学
校
の

「
小
学
教
則
」
に
準
拠
し
た
各
府
県
の
教
則
が
作
成
さ
れ
、「
庶
物
指
教
」
を
用
い
た
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
主
義
の
教
育
法
が
全

国
の
小
学
校
で
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
創
立
初
期
の
附
属
小
学
校
で
も
、
こ
の
師
範
学
校
の
作
成
し
た
「
小
学
教
則
」

に
則
っ
て
授
業
が
行
わ
れ
て
い
た
。「
庶
物
指
教
」
と
は
、
児
童
に
身
近
な
事
物
を
よ
く
観
察
、
体
験
さ
せ
、
そ
の
性
質

や
用
途
な
ど
を
教
師
―
児
童
間
で
問
答
し
、
実
感
を
も
っ
た
理
解
へ
導
こ
う
と
す
る
も
の
で
、
小
学
校
低
学
年
の
教
授
法

と
し
て
考
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
新
教
科
で
あ
っ
た
「
問
答
」
に
お
い
て
は
そ
の
教
授
法
が
明
確
に
な
っ
て
お

ら
ず
、
附
属
小
学
校
で
は
こ
の
「
庶
物
指
教
」
を
用
い
た
「
問
答
」
の
授
業
法
の
研
究
や
教
図
の
指
導
法
の
研
究
に
着
手

し
た
。「
庶
物
指
教
」
は
単
に
「
問
答
」
一
教
科
に
閉
じ
た
教
授
法
で
は
な
く
、
読
物
や
算
術
な
ど
の
教
科
に
お
い
て
も

直
観
的
に
具
体
的
に
学
ば
せ
る
と
い
う
、
各
教
科
の
授
業
法
を
つ
ら
ぬ
く
基
本
原
理
と
し
て
こ
の
当
時
重
用
さ
れ
た
。

直
観
科
教
授
の
研
究

青
山
師
範
学
校
附
属
小
学
校
で
は
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
か
ら
直
観
科
の
研
究
を
始
め
、
一
九
二
一
年
四
月
に
尋

常
科
一
～
三
学
年
に
対
し
、
直
観
科
を
設
置
し
た
。
直
観
科
は
、
直
観
を
通
し
て
充
実
し
た
生
活
基
盤
を
整
え
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
一
九
二
七
年
に
ま
と
め
ら
れ
た
『
直
観
科
教
授
の
研
究
』
に
は
、
直
観
科
の
実
際
の
授
業
細
目

が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
直
観
科
は
、
児
童
の
生
活
に
お
い
て
密
接
な
関
係
の
あ
る
事
物
お
よ
び
現
象
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を
直
観
に
訴
え
て
学
習
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
精
神
作
用
の
も
と
と
な
る
観
察
力
を
修
練
し
、
観
察
を
通
じ
て

思
考
力
や
想
像
力
を
養
い
、
観
察
や
思
考
の
結
果
を
言
語
や
図
表
等
を
使
用
し
発
表
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
表
の
技
能
を

練
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
一
連
の
作
業
を
通
じ
て
得
た
思
想
は
明
確
か
つ
豊
富
な
も
の
と
な
り
、
物

象
に
対
し
て
親
性
の
気
持
ち
を
育
成
す
る
こ
と
と
な
る
。
親
性
は
物
象
に
対
し
て
追
求
的
に
学
習
す
る
態
度
を
創
り
出
す

こ
と
と
な
り
、
す
べ
て
の
問
題
に
対
し
て
自
発
的
に
研
究
す
る
態
度
を
涵
養
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
こ
の
『
直
観
科

教
授
の
研
究
』
は
、
発
刊
後
、
多
く
の
研
究
校
の
指
針
と
な
っ
た
。

戦
時
下
の
鍛
錬
教
育

一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
一
二
月
、
国
民
学
校
案
が
答
申
さ
れ
、
従
来
の
小
学
校
令
に
変
わ
る
こ
と
が
確
定
的
に
な
っ

た
こ
と
を
契
機
に
、
青
山
師
範
学
校
附
属
小
学
校
で
は
「
皇
国
民
錬
成
」
を
め
ざ
し
た
国
民
学
校
研
究
が
始
ま
っ
た
。
国

民
学
校
は
、「
皇
国
ノ
道
ニ
則
リ
テ
初
等
普
通
教
育
ヲ
施
シ
国
民
ノ
基
礎
的
錬
成
ヲ
為
ス
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス
」（「
国
民
学
校

令
」
第
一
条
、
一
九
四
一
年
公
布
）
る
も
の
で
、
一
九
四
〇
年
に
は
『
国
民
学
校
皇
民
錬
成
の
研
究
』
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

戦
時
体
制
下
の
青
山
師
範
学
校
附
属
小
学
校
で
は
、
阪
本
一
郎
主
事
の
心
理
学
研
究
を
基
礎
に
「
皇
国
の
道
」
を
説
明

す
る
試
み
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
は
、
個
人
が
行
動
の
場
に
臨
ん
だ
と
き
、
己
を
む
な
し
く
し
て
場
を
生
か
す
べ
き
で
あ
り
、

場
は
ま
た
、
己
を
む
な
し
く
し
て
個
人
を
生
か
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
、
自
我
を
生
か
す
「
場
」
と
い
う
考
え
方

を
無
に
帰
す
る
と
い
う
意
味
の
「
座
」
に
置
き
換
え
た
「
座
の
教
育
観
」
と
称
し
、
滅
私
奉
公
の
人
格
適
応
論
の
提
唱
で

あ
っ
た
。
こ
の
「
座
の
教
育
観
」
を
原
理
と
し
た
鍛
錬
教
育
の
実
践
が
組
み
立
て
ら
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。



東京学芸大学 150年の歩み　1873-2023　〔電子版〕

2023 年 6 月30日　第一版第一刷発行

編　者 国立大学法人 東京学芸大学

発行者 田中　千津子

発行所 株式
会社�学�文�社

ⒸTokyo Gakugei University 2023

〒153-0064　東京都目黒区下目黒3-6-1
電話 03（3715）1501 ㈹
FAX 03（3715）2012
https://www.gakubunsha.com

ISBN978-4-7620-3245-5

無断転載・再配布を禁じます。


	II　東京府における教員養成の展開
	１　東京府の各師範学校の校地・施設の変遷と特徴
	２　各師範学校附属学校の機能と展開
	奥付

